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(+)と分枝 しにくい枝 ト )を導入し,それぞれの枝の総数を nk(+)(tl),nk(-)(tz) と書
くことにすれば,
n k(tz)- n k(+ )(tl)+ n k(-) ( tz) (1)
が成 り立っ｡分枝の活動度が (-)の枝は時間が 1ステップたつと成長して (+)の枝に変わ
るものとし,さらに (+)の枝は各時間ステップ毎に2又分岐 し, (+)の枝 と (-)の枝を
生 じることにすれば,次のような尭展方程式が得 られる｡
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合 として wk- を導入すると5), 発展方程式(2),(3)は次のように変形される｡
nk+ 1(+)( tl+1)- rk+1(-) nk+1(-) ( tl)+ r k(+) n k(+) ( tl)
+(1- rk+1(+))nk+1(+)(tl)
nk+1(-)(tl+1)- rk(+)nk(+)(tl)
+(- γk+1(-)-Wk+1)nk+1(-)(tl)
(ll)
(12)
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